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『話してみよう韓国語（第10回 鳥取大会）』については、詳細が決まり次第、財団ホームページ等でもお知らせします。

　今年度『話してみよう韓国語』は、全国９都市で開催されました。鳥取
大会は中国・四国地区で唯一の大会で、今回９回目を迎えました。一次
審査を突破した２０組４０名が大会本選に進み、激戦を繰り広げました。
出場者の熱い思いや努力は観客にも伝わり、「鳥肌がたつほど感動
した」「来年は自分が出たい！」といった感想も寄せられました。また、一
次審査で残念ながら不合格となった方々も、本選に出場した仲間たち
のために、手作りの応援道具を手に会場に駆けつける姿もありました。
出場者やその家族・友人、指導者、そして、韓国語や韓国文化に興味の
ある人々をつなぎ、本大会は日本と韓国の草の根交流のきっかけと
なっています。次回は記念すべき第１０回大会。夏頃には募集開始予定
です。韓国語に興味のある皆さん、あなたも挑戦してみませんか？

　昨年は期待した結果が出なくて悔しい思いをしたこともあり、
今回鳥取大会で最優秀賞を獲得できてとてもうれしいです。練
習では、せりふの発音やイントネーションに加えて、演技での雰
囲気作りにも気をつけました。
　せりふがなかなか覚えられず焦っていたのですが、練習でネ
イティブの先生に見ていただいた際に、パッチム※などの発音
についてたくさん褒めてもらったので自信がつき、落ち着いて
せりふを覚えられました。台本の自分たちでオチを考える部分
では、韓国人と日本人学生という設定なので、それぞれの国
民性の違いを意識してせりふを作りました。
　東京での全国大会では、鳥取大会に２回出場した経験を生か
して、ネイティブの会話に聞こえるような雰囲気を目指して
いきたいと思います。

　私は、中学生の頃から韓国ドラマやK-POPに興味を
持っていました。高校に入ってから韓国語教室に通い始め、
2年生からは授業でも韓国語を選択しました。約2年半学
び、今回最優秀賞を受賞できてとてもうれしかったです。
韓国語教室や学校の先生方の支えもあり、一生懸命発音
や演技練習に励んだ結果が、今回の受賞に繋がったので
はないかと感じています。
　私はこの先も韓国語を勉強していくつもりです。勉強し
ていくうちに壁にぶつかることがあるかもしれませんが、
今回この大会を通して得た自信を持ち続けたいと思いま
す。将来は韓国語を生かせる仕事に就くことが夢です。も
ちろん言葉だけではなく韓国の文化や人々との触れ合い、
韓国についての知識を深めることも大事です。それらを
学んだ上で常に向上心を持ち、語学の勉強に励んでいき
たいと思います。

建井 恵美子さん米子南高等学校３年　 濱田 優美さん米子南高等学校３年　

最優秀賞受賞
中高生スキット部門

お二人は鳥取大会代表として、３月８日に
東京で開催されるクムホアシアナ杯高校生
大会（全国大会）に出場します！

※パッチムとは、（子音＋母音＋子音）等で構成される音節の最後にある子音。
　例えば、「キムチ」は、韓国語では「キムチ」と発音されます。

一人で演台に立ち、聴衆の前で話す…という一般的なスピーチコンテストとは異なり、中高生、
大学生、会社員、主婦など様々な年齢、職業の初級～中級の韓国語学習者が２名１組で出場し、“中高
生スキット”“指定スキット”“創作スキット”の三部門で、指定あるいはオリジナルの台本を暗記して
演じ、その出来栄えを競います。審査のポイントは、出場者が楽しんでいるかどうか！ 衣装あり、
小道具あり、笑いあり…入念な準備のもと演出にも工夫を凝らし、日頃の練習の成果を発表します。

「話してみよう韓国語」ってどんな大会？

▲「韓国の地下鉄
」では、携帯で話し

　てもマナー違反
ではありません

▲百貨店の店員と客が韓国時代劇　ごっごを始める。衣装の早替えも　お見事でした！

（写真：向かって左） （写真：向かって右）

出場者から
ひとこと

役になりきって

演じました!

▶「ラーメンといえば

　キムチでしょう！」

　ラーメンの食べ方を

　例に、日本と韓国の

　食事マナーの違いを

　表現
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